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児童詩（５年）

季節の中で―詩集を読んで

●指導目標

◎ 季節の変化など，自分の心でとらえたことを題材に選び，表現を工夫して詩に書く。

●教材について

季節の移り変わりにつれて人の心も動いている。気候の変化や動植物の変化のみならず，郷土

や学校行事，暮らしも季節の移り変わりとともにあり，子供たちはそこに生き，発見したり，感

動したり，自分の生き方を見つめ直したりしている。五年生では，一年の季節の変化の中で，物

や人，地域・社会や自分自身を見つめ，新たに発見したり感じたりしたことを，表現を工夫して

詩に書き表していくことをねらっている。

「もくれん」は，夏の訪れを，季節外れの木蓮に見いだす作者だけの目がある 「秋」は，ふ。

とした時に感じる秋の訪れを，五感をとおして四つの連で書き表している。二つの詩から，季節

， 。の中でのふとしたできごとやわずかな変化をとらえることを 集材の一つとして気づかせていく

そして，表題「詩集を読んで」にあるように，たくさんの詩集に触れさせることをとおして題材

の広がりを求めるとともに，事象を見つめる心を育てたい。

学習にあたって，詩ならではの言葉の美しさや響き，リズムなどを意識して効果的に表現する

ことに気づかせる取り組みとして，ウェビングで体験を掘り起こし言葉のイメージを広げたり，

伝えたいことが強調するために構成を考えたりする活動を組み入れてみた。また，作品を友達と

読み合うことで，効果的に表現を工夫することのよさや，お互いの感じ方のよさや違いに気づく

ことができると思われる。学習をとおして，日常の中に価値あることを見つけ感動する感性を育

み，豊かな表現力を育んでいくことを期待したい。

指導にあたっては，帯単元のような扱いで詩を書く学習を位置づけ，継続して書く場を設定し

たり，読書の時間や，朝自習，朝の会・帰りの会などを生かして，できるだけ多くの詩に親しま

せ，友達の書いた作品を読み合う場を設定したりすることも大切である。作品を生かす場として

は 作品集の他に特別活動でかかわりのあった学年や，総合的な学習の時間でゲストティーチャ,

ーに来てくださった方への「詩の贈り物 ，テーマごと学級掲示など，学校や子供たちの実態に」

合わせた活動を計画していきたい。

「 Ｂ 書 く こ と 」 の 目 標 と 内 容

①目 標

（１）目的や意図に応じ，考えた事などを筋道を立てて文章に書くことができるようにする

とともに，効果的に表現しようとする態度を育てる。

②内 容

（１）書くことの能力を育てるため，次の事項について指導する。

ア 目的や意図に応じて，効果的に書くこと。

イ 全体を見通して，書く必要のある事柄を整理すること。

ウ 自分の考えを明確に表現するため，文章全体の組み立ての効果を考えること。

エ 事象と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり

詳しく書いたりすること。

オ 表現の効果などについて確かめたり工夫したりすること。
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●学習指導計画（全４時間）

展 開 時 学 習 活 動 留 意 点

１ ○「もくれん 「秋」を読み，作者の感動や表現の工夫 ・第１時の話し合いの中か」

について話し合い，学習のめあてをつかむ。 ら詩を書く観点にできそう

１ 「もくれん 「秋」を読み，気がついたことを教科 な意見を短冊化し，集材・． 」

書に書きこむ。 選材・記述・推敲の授業に

・対比から読み取れること ・色や音 生かす。

・情景から想像したこと 描かれた風景を想像し関 ：

・叙述の工夫があるところ など たり，表現の特徴に気づい

２．書きこみを発表し，表現の工夫や作者の感動につい ている （発表・教科書へ。

て話し合う。 の書き込み）

・二つの詩で共通するところがないか考えましょう。

・作者は，どんなことに季節を感じているでしょう。

・表現の工夫はありませんか。

３．Ｐ ～Ｐ を読んで，創作のめあてをつかむとと ・学級や子供の実態に応じ62 63

もに，アンソロジー集を作ることを知る。 て活動を決める。

４．プリントされた詩を読み，テーマを話し合う。 ・ 季節 「友達 「家族」「 」 」

「人 「社会・暮らし 「自」 」

分自身」などの観点から数

編の詩を選び，プリントし

ておく。

５．同じように心が動いた体験を発表する。

６．自分の作品に生かしたい表現をメモする。 作品に取り入れたい表関 ：

現の工夫についてノートに

メモしている （ノート）。

７．生活の中から詩の題材を探しておくことを知る。

２ ○テーマにそって自分の書きたい題材を整理し，ワーク ・前時に書いた「短冊：詩

シートに書く。 を書く観点」から，集材・

選材に生かせるものを掲示

１．詩に書く題材をメモし，イメージを広げる。 する。

本時 テーマに合わせて生活書 ：

を振り返り，心が動いたこ

とを題材に選んで書いてい

る （ワークシート）。

２．いちばん伝えたいことが強調されるように組み立て ワークシートに簡単な書 ：

を考えてワークシートに書く。 組み立てを書いている。

（ワークシート）

四季の中で生きる

友達って何だ

家族を見つめて

人・その生き方

社会・暮らしを考える

自分自身

テ
ー
マ
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展 開 時 学 習 活 動 留 意 点

３ ○テーマに合わせて，詩を書く。 ・ 短冊：詩を書く観点」「

１．書きたい詩の題材を確認する。 から，記述に生かせるもの

２．表現の仕方，推敲の仕方を確かめる。 を掲示する。

・前時のワークシートやノ

ートを見るよう助言する。

題名や書き出し，連の分言：

３．詩を書く。読み返して表現を工夫したり，必要のな け方，様子を表す言葉などに

い言葉を削ったりする。 気を使いながら表現してい

る （作品）。

学級の実態に応じ

て，見直しの観点

を絞ることも考え

られる。

推敲の観点が書 ：

わかり，よりよい

表 現 に 直 し て い

る （作品）。

・観点の一部を直

していればよい。

・声に出して読ま

せ，工夫できる点

がないか考えさせ

る。

５．本時のまとめと次時の予告。

４ ○互いに読み合い，さらに効果的な表現になるように工

夫して作品を完成させる。

１．テーマごとに分かれ，友達の作品を観点にそって読

， ， ，み 自分だったらこう書くと言う点をアドバイスしたり 友達の作品の良い点や関 ：

よい点を付箋紙に書いたりする。 アドバイスする点を伝えよ

うとしている。

（付箋紙・発言）

連の分け方，比喩や名詞止・

めなど工夫する方法をいくつ

か示す。

２．作品を学級に掲示する。

書きたい言葉をつかむために

（１）詩の世界に引きこむ。

・題は詩の一行め。

・書き出し。よけいな説明はないか。

その言葉がなくてもわかるよけいな説明はないか。

・説明でなく感覚（見たこと，におい，さわった

こと，聞こえたこと）で書いたほうがよいところは

ないか。

（２）想いをみがく。

・くり返し，名詞止め，比ゆ，擬人法，倒置法，

対比で書いたほうがよいところはないか。

・連にしたほうがよいところはないか。

・普段の感じ方をこえた目があるか。

・ぴかりと光る言葉で書いているか。

（３）本当のことを書く。

・オーバーすぎる言葉になっていないか。

（４）まちがいはないか。

・句読点，文字，改行は正しいか。

見
直
し

思いを表現するために

・今，その場でしているように，見ているよう

に書く。

・詩の言葉で書く。

書
く

①一人ずつ発表（工夫したことを発表・詩を読む）

②アドバイス

， 。③発表者：アドバイスを受け 直したい部分を直す

聞き手：よかった点を付箋紙に書く。
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●本時の展開（本時２／４）

目 標

・テーマにそって自分の書きたい題材を整理し，ワークシートに書くことができる。

●展開例

学 習 活 動 ・ 学 習 内 容 留 意 点 評 価 ・ 支 援

１．学習課題を確かめる。

詩に書きたいことをよく思い出し，整理しましょう。

２．書きたいテーマを確かめる。 ・一斉つぶやき発言。

３．題材をメモし，イメージを広げる。 ・前時の「短冊：詩を書 テーマに合わ書 ：

・テーマ ・いちばん書きたいこと く観点」で，集材・選材 せて生活を振り返

・ウェビングでイメージ作り に生かせるものを掲示。 り，心が動いたこ

ノートに書 とを思い出して書

かれた「自 いている。

（ ）分の作品に ワークシート

取り入れた ・五感を使って思

い表現」も い出したり，立ち

参考にさせ 止まって意味を考

る。 えたり，想像を広

・書き終わ げたりするよう助

り次第，組 言する。

み立てに入 ・比喩や擬人法な

るよう指示 どが使えないか助

する。 言する。

４．いちばん伝えたいことが強調されるよ

うに組み立てを考えてワークシートに書く ・子供の実態に応じたワ ワークシート。 書 ：

ークシートを利用させた に簡単な組み立て

い。 を書いている。

自分で記入できる場合 （ワークシート）

→ワークシートＡ ・ヒントが書かれ

ヒントが必要な場合 たワークシートＢ

→ワークシートＢ を参考にするよう

進んだ学習が可能な場 助言する。

合，詩集から自分で見

つけた詩の書き方をメ

モしたものを利用す

る。→ワークシートＣ

５．本時のまとめと次時予告。 ・詩を書くことを知る。
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